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界
で
最
も
難
し
い
木
管
楽

器
と
し
て
ギ
ネ
ス
に
認
定

さ
れ
て
い
る
オ
ー
ボ
エ
。
こ
の
楽

器
を
自
在
に
操
り
、
伸
び
や
か
な

美
し
い
音
色
で
聴
く
人
を
魅
了
し

続
け
て
い
る
山
舘
兄
孟
さ
ん
（
24

歳
・
北
町
２
丁
目
）
は
、
今
月
３

日
に
下
蕨
公
民
館
の
「
さ
く
ら
コ

ン
サ
ー
ト
」
に
出
演
し
ま
す
。

　

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
指
揮
者
の
父
と

オ
ペ
ラ
歌
手
の
母
の
下
、
３
歳
か

ら
ピ
ア
ノ
を
始
め
た
山
舘
さ
ん
。

中
学
で
は
野
球
に
打
ち
込
み
ま
し

た
が
、
引
退
後
に
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

コ
ン
サ
ー
ト
を
鑑
賞
し
た
際
、
演

奏
前
の
チ
ュ
ー
ニ
ン
グ
で
最
初
に

音
を
出
す
オ
ー
ボ
エ
の
存
在
感
や
、

胸
に
響
く
そ
の
音
色
に
心
を
奪
わ

れ
、「
こ
の
楽
器
で
音
楽
の
道
に

進
み
た
い
」
と
決
意
し
ま
し
た
。

広
報
蕨
　
八
一
八
号
　
平
成
三
十
一
年
三
月
一
日
発
行
　
毎
月
一
回
発
行
　
印
刷
・
㈱
秀
飯
舎

広
報
に
載
っ
て
い
る
写
真
を
希
望
者
に
差
し
上
げ
ま
す（
一
部
を
除
く
）　
秘
書
広
報
課
広
報
広
聴
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い

ひと
オーボエ奏者

山
やま

舘
だて

 兄
あに

孟
も

 さん

世

直接心に届く演奏を

　

息
が
入
る
空
間
が
非
常
に
狭
く
、

繊
細
な
楽
器
で
あ
る
オ
ー
ボ
エ
に

初
め
は
苦
戦
す
る
も
、
猛
特
訓
を

重
ね
実
力
を
付
け
て
い
き
、
武む

蔵さ
し

野の

音
楽
大
学
に
進
学
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
交

響
楽
団
の
首
席
オ
ー
ボ
エ
奏
者
の

青あ
お

山や
ま

聖さ
と

樹き

氏
ら
に
師
事
し
な
が
ら

表
現
力
に
磨
き
を
か
け
、
同
大
学

の
吹
奏
楽
団
「
ウ
ィ
ン
ド
ア
ン
サ

ン
ブ
ル
」
の
一
員
と
し
て
世
界
最

高
峰
の
吹
奏
楽
の
祭
典
「
ミ
ッ
ド

ウ
エ
ス
ト
・
ク
リ
ニ
ッ
ク
（
シ
カ

ゴ
）」に
出
演
す
る
な
ど
、
大
舞
台

で
の
経
験
を
数
多
く
積
み
ま
し
た
。

　

そ
の
一
方
、地
元
の
蕨
で
も「
チ

ェ
ン
バ
ー
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
蕨
」
の

コ
ン
サ
ー
ト
を
は
じ
め
、
各
所
で

演
奏
を
披
露
し
て
き
た
山
舘
さ
ん
。

市
内
で
は
初
と
な
る
、
自
身
の
ソ

ロ
と
ピ
ア
ノ
と
の
デ
ュ
オ
に
よ
る

冒
頭
の
コ
ン
サ
ー
ト
に
つ
い
て
は
、

「
緊
張
感
も
あ
り
つ
つ
と
て
も
楽

し
み
で
す
。
オ
ー
ボ
エ
を
通
し
て

音
楽
の
魅
力
を
伝
え
ら
れ
た
ら
」

と
、
意
気
込
み
を
語
り
ま
す
。

　

こ
の
春
、
山
舘
さ
ん
は
大
学
院

を
卒
業
し
、
プ
ロ
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

奏
者
の
育
成
機
関
「
桐と

う

朋ほ
う

オ
ー
ケ

ス
ト
ラ
・
ア
カ
デ
ミ
ー
」で
演
奏
家

と
し
て
の
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出

し
ま
す
。「
音
色
だ
け
で
な
く
、
表

現
力
も
一
流
を
目
指
し
た
い
」。

そ
の
眼ま

な

差ざ

し
は
、
ま
っ
す
ぐ
に
未

来
の
自
分
の
姿
を
捉
え
て
い
ま
す
。

輝

いて
ます

滑らかな指さばきで演奏する山舘さん

 今月の河鍋暁斎記念美術館

Kawanabe
yosai

　

殿
様
や
お
姫
様
な
ど
身
分
が
高
そ

う
な
人
々
か
ら
坊
主
に
山
伏
、
果
て

は
力
士
や
遊
女
な
ど
、
実
に
さ
ま
ざ

ま
な
人
物
が
、
同
じ
扇
子
を
手
に
踊

り
に
興
じ
て
い
ま
す
。
中
央
に
は
大

き
な
朝
日
と
松
、そ
の
下
に
は「
天
下

泰
平
」
の
額
が
掛
か
っ
て
い
ま
す
。

一
見
す
る
と
め
で
た
い
場
面
の
よ
う

で
す
が
、
こ
の
作
品
が
出
板
さ
れ
た

慶
応
元
年（
１
８
６
５
）は
米
価
が
高

騰
し
て
各
地
で
一
揆
が
起
こ
り
、２
、

３
年
後
に
は
実
際
に
こ
の
絵
の
よ
う

に
仮
装
を
し
た
集
団
が
練
り
踊
る

「
え
え
じ
ゃ
な
い
か
」
が
発
生
し
ま

す
。
中
央
の
下
部
に
書
か
れ
た
「
盤

石
」
と
い
う
赤
い
文
字
が
皮
肉
に
映

る
、
暁
斎
な
ら
で
は
の
風
刺
画
で
す
。 

河
かわ

鍋
なべ

 暁
きょう

斎
さい

天保２年（1831）
～明治22年（1889）

現在の茨城県古河市
に生まれる。浮世絵
や狩野派を学び、江
戸・東京の庶民から
人気を博す｡ 明治９
年､ 万国博覧会に肉
筆画を出品。14年、
内国勧業博覧会で日
本画の最高賞受賞。
娘の暁翠も日本画家。
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展覧会の詳しい
内容は美術館の
ホームページを
ご参照ください

開館＝午前10時～午後４時　休館＝木曜日・毎月26日～末日
ところ＝南町４-36-４　入館料＝�一般600円　65歳以上500円
高校生・大学生500円　小・中学生以下300円　※65歳以上の
人は年齢の分かる物、学生は学生証をご提示ください。
詳　細＝同館（☎441・9780）
（20人以上の団体は要予約）

 河鍋暁斎記念美術館　３月１日(金)～４月24日(水)
「暁斎の戯画に見る風刺と反骨｣ 展　同時開催
「暁斎プラスワンシリーズ29 野坂稔和 波の戯画展Part.3｣ 展

暁斎筆「萬年豊作おどり」大判錦絵三枚続

本
作
品
は
現
在
の
展
覧
会
で
御
覧
い
た
だ
け
ま
す

天才絵師の作品

蕨にあり


